
止水ゴム繰返し圧縮試験(50 年相当)報告書 
2015 年 7 月 

株式会社橋梁メンテナンス 

1. 目的 

 橋梁メンテナンスの伸縮装置（KMA、Wy、WP タイプ）の止水ゴムは常時圧縮状態で設置されており、さらに日温度

変化による繰返し圧縮が作用する。そこで止水ゴムの繰返し圧縮に対する耐久性を確認するための試験を行った。 

2. 試験体 

 試験体は KMA ジョイント KMA-320 型（許容伸縮量 320mm）とした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3. 方法 

(1) 遊間変化量 

 日温度変化は±10℃とした。また伸縮装置の温度範囲は道路橋示方書（以下、道示）に定める最も狭い 40℃とした。

温度変化伸縮量は KMA-320 の許容伸縮量から道示に定める余裕量を控除したものとした。余裕量は道示の簡易算定式よ

り温度変化伸縮量の 20%とした。表 1 に計算式と設定値を示す。 
(2) フィンガー遊間と繰返し回数 

四季による遊間の変化を考慮し、表 2 に示す 4 ケースについて連続して試験を行った。試験は伸縮装置の片側を固定し

反対側をシリンダーで移動させ圧縮を繰返すことにより行った。 
 表 1 移動量    表 2 各段階のフィンガー遊間と繰返し回数 

段階 フィンガー 
遊間 
[mm] 

繰返し回数 
 

[回] 

備考 

1 165±68 5000 春期相当 
2 97±68 5000 夏期相当 
3 165±68 5000 秋期相当 
4 233±68 5000 冬期相当 

合計繰返し回数 2 万回→20000／365=54.8→50 年相当 

 設定値 
 
 

計算式 

試験型式 KMA-320 － 
許容伸縮量 320mm － 
余裕量 50mm 320×(0.2／1.2)=53≒50 
温度変化伸縮量 270mm 320－50=270 
遊間変化量 ±68mm 270×(±10／40)=±67.5 

写真 1 試験体(右が移動側) 

図 1 試験体図 
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4. 結果 

(1) 水張り 

繰返し圧縮後の試験体フィンガー間（最大遊間時）に 13 時間水張りしたが漏水は確認できなかった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2) 止水ゴム外観 

 試験体を解体して止水ゴムの状態を観察したところ、表面および裏面ともに擦過跡が見られるも孔があくなどの止水に

影響する損傷は見られなかった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(3) 止水ゴム幅の変化 

試験前後の止水ゴム幅の変化量を表 3 に示す。幅が小さくなったものの常時

圧縮状態とするための必要幅である KMA-320 最大遊間時の止水ゴム設置幅を

上回るものだった。 

5. まとめ 

 KMA-320 の止水ゴムに 50 年相当の繰返し圧縮を与えた後に 13 時間の水張

りをしたが漏水は無かった。また、止水ゴムの表面および裏面に擦過跡が見ら

れたが孔は生じていなかった。また、止水ゴム幅の減少が見られたが止水に影響

を及ぼさない程度の変化量であった。以上により止水ゴムの 50 年相当繰返し圧縮に対する耐久性が確かめられた。 

部位※ 止水ゴム幅の変化量 
A-B -20.0 
C-D -23.0 
E-F -19.0 
G-H -18.5 
I-J -18.0 

写真 4 止水ゴム表面(全体) 写真 5 止水ゴム表面(局部拡大) 

写真 6 止水ゴム裏面(全体) 写真 7 止水ゴム裏面(局部拡大) 

写真 2 水張り開始直後 写真 3 水張り終了前 

表 3 止水ゴム幅の変化量(単位：mm) 

※部位は図 1 を参照のこと。 
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